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グループリビング ももとせ 

特定非営利活動法人 住まい・まち研究会 

 
 

 

 
 

■ハウス理念■ 
暮らしの三大要素は衣・食・住、それらの安定が日々の安寧をもたらします。中でも住

は高齢社会となった今日において、もっとも大切です。「元気に年老いて心豊かに暮らした

い」とは誰もの願いです。高齢期を「誰と、どこで、どのように暮らすか」は大きな問題

です。〈個の住まい〉を〈集って暮らす〉と置き換えれば、見えてくるものがあるはずです。 
百歳まで元気で生き活きと暮らす。新しい住まい「グループリビング ももとせ」は、

JKA（旧日本自転車振興会）の補助金を得て実現しました。 
敷地は、京成電鉄が開発した成田市公津の杜の新しい市街の住宅地区内にあり、成田市

の保存緑地に隣接して良好な環境を形成しています。春には鶯が鳴き、時には野うさぎの

姿が見られ、雉も鋭い鳴き声で飛び立ちます。 
ハウスは保存緑地の緑豊かな森を背にして、まち並みを懐に抱き寄せるように計画しま

した。1 階には、“まち”の人たちと共同で活用するアトリエを設けました。ハウスとハウ

スの住人が、“まち”の一員であることを望んでいるからです。 
さあ、新しい生活が始まるイメージを、皆さんと共に描いてみましょう。 



グループリビング  ももとせ 

 
[所 在 地] 
〒 286-0048 

千葉県成田市公津の杜三丁目１１番１ 

Tel：0476-26-3098  Fax：0476-26-3099 

E-mail：info＠sumai-machi.org 

 
[施設概要] 
利用人数  9 名＋1名（コーディネーター） 

居  室  １０室（25.96 ㎡ ≒ 15.7 帖） 
居間食堂  食事は一堂に会して 
浴  室  １階：桧風呂（個浴） 

坪庭付き 
      ２階：ユニットバス（個浴） 
洗 濯 室  １階：共用 
地域交流  １階アトリエは地域に開いて利用 
駐 車 場  ３台 
 
 
[建築概要] 
敷地面積  575.83 ㎡（174.18 坪） 

建築面積  283.84 ㎡ 

延床面積  558.37 ㎡（168.90 坪） 

建ぺい率  49.30％ 

容 積 率  96.97％ 

構造規模  木造 2階建て（簡易免震構造） 

最高高さ  8.475ｍ 

軒  高  6.570ｍ 

駐車台数  3 台 

地域地区  第 1 種低層住居専用地域 

 
 
[設備概要] 
空  調  各居室、アトリエ、居間・食堂 
      ゲストルーム、事務室 
床 暖 房  アトリエ、居間・食堂 
暖  房  浴室、脱衣室 
 
上  水  成田市上水道接続 
下  水  成田市下水道接続 
ト イ レ  各居室に専用トイレ 
      共用トイレ３ヶ所 
      （１ヶ所：車椅子、オストメイト用） 
 
電  気  各居室：30 アンペア（単独契約） 
Ｔ  Ｖ． 各居室に端子（地上デジタル対応） 
電  話  各居室設置 可 
ｲﾝﾀーﾈｯﾄ  各居室接続 可 
 
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ  3 人乗り 1 台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１階平面図 

２階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

入会のご案内 

 

住まい・まち研究会は特定非営利活動促進法に基づく

ＮＰＯ法人です。グループリビング「ももとせ」の運営と、

その関連事業を通じて、誰もが生き活きと暮らせる地域

社会のシステムをつくることを目指して活動します。 

皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いします。 

 

■ 正会員 

この法人の目的に賛同し、入会した個人及び団

体（議決権を有する） 

■ 準会員 

この法人の目的に賛同し、共に活動するために入

会した個人および団体（議決権を有しない） 

■ 賛助会員 

この法人の目的に賛同・賛助する個人および団

体（議決権を有しない） 

 

■ 会費 

 年会費 入会金 

正 会 員  6,000 2,000 

準 会 員  1,000 2,000 

賛助会員 一口 1,000 なし 

振込口座  ゆうちょ銀行 00130-0-669514 

口座名義  NPO 住まい・まち研究会 

 

■ お申し込み・お問い合わせ 

TEL : 0476-26-3098 

FAX : 0476-26-3099 

e-mail : info@sumai-machi.org 

 

特定非営利活動法人 住まい・まち研究会 

〒286-0048 千葉県成田市公津の杜 3-11-1 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 
住まい・まち研究会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

e-mail : info@sumai-machi.org 
http://www.sumai-machi.org 

 

「ももとせ」名物、有機野菜の食事 

リビングの集い 

部屋でお喋り 



 
 

グループ・リビング 「ももとせ」 って？ 
 
100 歳まで仲間と寄り添って 

自立して生き活きと暮らせる「わが家」です 

 
● ＮＰＯ住まい・まち研究会が提案する「高齢期を豊か 

に暮らすための住まい」です。 

● 地域の中の「住み慣れたわが家」を目指します。 

● ハウスに住む人も、運営に関わる人も、それを支える 

地域の人たちも、みんな仲間です。 

● ハウス・コーディネーターが生活を共にしながら暮らし 

を支えます。 

● ハウスの住人を中心に、家族や地域の人々と共に、 

新しい社会のシステムづくりを目指します。 

● ハウスの中心にコミュニティー・ルーム（アトリエ）を設 

け、地域の子供からお年寄りまで、幅広い人々が参 

加できる場を提供します。 

● コミュニティー・ルームが地域活動の基点となり、住み 

よい地域ネットワークを構築する核となるハウスです。 

 

ＮＰＯ 住まい・まち研究会 

かつて、私たちは家族の中で老いを迎え、老後を家族とともにすごしました。生活に何らかの支障をきたしたときには、介護は

家族の責任で、肉親・親族が互いに助け合い、その暮らしを支えるのは当たり前でした。そして、その頃「老後の期間」はそれほ

ど長くはなかったのです。 

しかし、今日本は世界一の長寿国となり、社会の構造も大きく変わりました。核家族化が進み、子が巣立った後の高齢者世

帯、伴侶を亡くした高齢者の単身世帯、共に高齢者の二世帯同居家族の老々介護など、どれも深刻な問題です。高齢者の

自死、事故死の数も急速に増え続け、その痛ましい様子が新聞紙上やテレビなどで報道されます。 

日本の高齢化は予想を超えて急速に進み、2025 年にはそのピークに達します。家族だけでは「長い老後の期間」を支えき

れません。介護保険制度が施行され、在宅での暮らしを支援するさまざまなシステムの整備が進み、施設もつくられています。 

しかしそれでも追いつかないのが現状です。 

高齢期を｢誰と、どこで、どのように暮らすか｣は、最大の課題です。 

高齢になっても、すべての人が障害を持つということではありません。多くの人は安心できる環境と暮らしを支える最低限のケ

アの体制があれば、互いに助けあい、その人らしい暮らしが地域で持続できます。そのような環境を創ることが、「個の住まい」で

は困難でも、「集まって暮らす住まい」なら可能になるのでは、と国内外の制度を学び、先進的事例の調査研究、学習を重ね

てきました。 

その成果として、２００７年夏、千葉県成田市公津の杜の緑豊かな森を背にして、グループ･リビング「ももとせ」が竣工、運

営がスタートしました。 

「長生きしてよかった」といえる社会を自分たちでつくりたい、安心して老いを迎えたいと願い、人まかせではない、自分たちで

つくる理想の住まい、生き方を目指して活動します。 
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に
は
上

棟式が

行われ
た。

完成
は

07
年3
月

畠。

繋す
る
が 、

グ
ル
ー

プ・
リ

ピ
ン
グ
の中
で

ン
グ

ー
い
ろ
い
ろ
な人

と
接し 、
楽
し
く

食事をすれ
ば
但
康
に

暮
ら

せる 。
そ
れ
ぞ
れ
が自
分
の
暮
ら
し

を持

続させな
が
ら 、
パ

プリ
ッ

ク
ス
ペ

ー
ス

ではお蓋苓持
っ

て
告匹
す
る
こ

と
で
賤
康
に
過r汗
せ
れ
ば 、
医
疫費
の即

減
と
い
っ

i
果
も

期待で

さる」

「
N
E3
の
会
員
は

現在⑱

人だが 、

グ
ル
ー

プ・
リ
ピ
ン
グ
の
考
え
方
に
共
嗚

し
て
く
れ
る人
をさ
ら
に
増や
し
た
い 。

入居
者
は
雌
で
も
良
いわ
け

ではな
<

貧
怠
か
ら

個々の事情
に
応じ
て
遭

＇
会
で

ー位を決め、

ムぽ。

を選
ぶ 。
入
店名
に

は新し
い
驀p
しを

作り
な
が
ら 、（
豊
冨
な
経
験
に
基
づ
く）

文
化

を地域
に
役立
て
て
ほし
い 。

高齢

名
の
文
化
を
新
し
い
街
に
持
ち
込
み
た

い 。
そ
の
た
め
に
は 、
ハ
ウ
ス
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や

地域
で
支

各0人も含め 、

す
べ
て
会
門に
な
っ

て
ほし
い 。
（
高
齢

者
の
新
た

な怯汽い
方
で
杏0)
グ
ル
ー

プ・
リ
ピ
ン
グ

を持続さサ定はだ
も 、

新たな
袖助

金を考
え
て
も
ら

えで全ノ

な
施
設
運
岱

缶目肛J
た
い」

。

●
:·
;

…
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:·
:·
:·
：
●
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望｢おひとり様｣の死に方丿

　大衆天皇制の終わり1

　　　共通通貨が開く

　日本とアジアの未来

　　　　佐藤優の新･帝国主義の時代

　帝国主義の悪魔祓い

特集日本の没落

温言自民党の自然死
　　製造業立国･日本の終焉･ｎ宍ﾀﾞl中･･

官僚支配打倒のチャンスを見逃すな。ｈ-



写
真
ロ
ｊ

「
お
ひ
と
り
様
」
の
死
に
方

六
十
五
歳
以
Ｌ
、
一
人
暮
ら
し
の
、
い
わ
ゆ
る
「
お
ひ
と
り
様
」
が
急
増
中
。

二
〇
三
〇
年
に
は
七
一
七
万
人
と
倍
増
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
技
く
た
め
に
、
い
ま
な
に
を
す
る
べ
き
か

竹
Ｅ
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の死に方特集●「おひとり柵i脈朕に剔らて、|lyらしＣ紅らオI終の||八ylぴ禰｢しいかたち

ル
ポ
●
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
と
い
う
選
択

家
族
に
頼
ら
ず
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
す

「
終
の
住
み
家
」
の
新
し
い
か
た
ち

福
島
安
紀
／
簒
シ
’
よ
リ
ス
ト

　
自
立
し
た
老
後
を
送
る
た
め
の
条
件

　
生
涯
シ
ン
グ
ル
を
貫
い
て
も
、
結
婚
し
て

い
て
も
最
後
は
ひ
と
り
。
Ｔ
ど
も
に
頼
ら
ず

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
立
し
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
採
ら
し
た
い
と
い
う
人
も
噌
え
て
い
る
。

．
万
で
、
「
急
病
で
倒
れ
た
と
き
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
「
孤
独
死
し

た
ら
困
る
」
－
．
一
入
暮
ら
し
に
不
安
を

抱
え
る
高
齢
行
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
ん
な
高
齢
昌
が
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
必
要
な
援
助
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
す

こ
と
で
、
独
居
の
不
安
を
解
消
し
、
個
室
部

分
で
は
自
分
ら
し
い
條
ら
し
を
続
け
る
「
グ

ル
ー
ブ
リ
ビ
ン
グ
」
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

き
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
は
、
一
〇

人
前
後
の
高
齢
者
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
つ
つ
、
互
い

に
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
新
し
い
タ
イ
プ
の
終

の
住
み
家
だ
。
な
お
、
介
護
保
険
の
対
象
で
、

認
知
症
の
人
が
暮
ら
す
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

は
、
言
葉
は
似
て
い
る
が
ま
っ
た
く
別
の
も

の
な
の
で
、
混
同
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
．
つ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
住
ま
い
・
ま
ち
研
究
会
が
運
営
す
る

「
も
も
と
せ
」
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
、
千

葉
県
成
田
市
の
閑
静
な
住
宅
街
に
誕
生
し
た
．

最
寄
り
の
公
津
の
杜
駅
は
東
京
駅
か
ら
約
一

時
間
半
、
京
成
成
田
駅
の
隣
で
、
子
育
て
中

の
若
い
世
帯
も
多
い
新
し
い
街
だ
。

　
住
ま
い
・
ま
ち
研
究
会
理
事
長
の
夏
目
幸

子
さ
ん
（
六
ト
ハ
歳
）
は
、
高
齢
者
の
た
め

の
住
ま
い
や
施
設
造
り
を
行
っ
て
き
た
建
築

家
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
を
立
ち
ｈ

げ
る
構
想
を
長
年
温
め
て
き
た
。

　
「
一
九
九
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
、
当
時
お
ほ

Ｕ{}ＫＯＲＯＮＺ匯S.4ＣＨＩ
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様
を
介
護
中
だ
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
の
向
井
承
ｆ
さ
ん
た
ち
と
『
ポ
ス
ト

フ
ィ
フ
テ
ィ
の
会
Ｌ
と
い
う
五
十
代
以
降
か

ら
老
後
を
見
据
え
た
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を

考
え
る
勉
強
会
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会

の
参
加
者
に
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
シ
ン
グ

ル
の
女
性
た
ち
も
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

　
　
　
　
　
周
囲
に
緑
も
多
い
グ
ル
ー
ブ
リ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
む
も
と
吐
・
の
全
景

｜

れ
で
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が
老
後
を
迎
え
た

と
き
、
最
期
ま
で
自
立
し
な
が
ら
暮
ら
す
に

は
ど
う
い
う
住
ま
い
が
必
要
か
考
え
、
行
き

着
い
た
の
が
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
だ
っ
た
の

で
す
」

　
夏
目
さ
ん
自
身
は
、
夫
と
二
人
の
息
子
が

い
る
。
長
期
化
す
る
介
護
を
支
え
る
住
ま
い

や
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
、
特
別

菱
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
設
計
に
携

わ
っ
て
き
た
が
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
施
策

の
な
か
で
、
介
護
が
必
要
で
は
な
い
元
気
な

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
場
が
抜
け
落
ち
て
い
る

と
考
え
た
。

　
「
私
は
、
息
子
た
ち
と
良
い
関
係
を
保
ち
な

が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
可
能
な
限
り

持
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
涯
シ
ン
グ
ル

の
人
や
私
の
よ
う
な
人
が
、
家
事
や
社
会
活

動
に
参
加
し
て
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
、
調
子
の
悪
い
と
き
に
は
誰

か
に
助
け
て
も
ら
え
る
終
の
住
み
家
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
」

　
○
四
年
に
は
、
ア
ビ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ

ス
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
先
進

国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
を
訪
れ
、
一
〇
ヵ
所
の
ハ

ウ
ス
を
見
て
回
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
に
ー
〇
日
間
滞
在
し
、
日
本
で
の
グ

ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
必
要
性
を
さ
ら
に
痛
感

し
た
の
だ
と
い
う
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
あ
る
共
同
生
活

　
「
も
も
と
せ
」
は
、
建
築
家
と
し
て
高
齢
者

の
住
ま
い
喬
考
え
て
き
た
夏
目
さ
ん
の
集
大

成
だ
。
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
ど
ん
な
暮
ら
し
方
を
し
、
ど
ん
な

社
会
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
ら
よ
い
か
実
践
し

な
が
ら
考
え
る
場
で
も
あ
る
。

　
木
造
二
階
建
て
、
明
る
い
色
彩
の
お
し
ゃ

れ
な
建
物
に
人
る
と
、
本
の
香
り
に
包
ま
れ

た
。
玄
関
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
居
間
、

台
汽
風
呂
場
、
洗
濯
機
と
ア
イ
ロ
ン
ス
ペ

ー
ス
は
共
用
で
、
す
べ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

あ
る
。
二
つ
あ
る
浴
室
の
一
つ
は
檜
風
呂
で
、

大
き
な
窓
か
ら
外
の
緑
が
見
え
、
露
天
風
呂

の
雰
囲
気
が
楽
し
め
る
贅
沢
な
造
り
だ
。

　
入
居
定
員
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
九

㎜ll
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人
と
ハ
ウ
刄
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
人
で
、

訓
．
０
人
で
生
活
す
る
。
定
員
に
関
し
て
は
、

認
知
症
の
人
を
対
象
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
九
大
で
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
九
人
く
ら
い
な
ら
、

お
．
圧
い
に
関
係
か
築
け
る
が
、
そ
れ
以
上
だ

と
一
つ
の
グ
ル
ー
ブ
と
し
て
生
活
す
る
の
は

難
し
い
と
さ
れ
る
。

　
ハ
ウ
ス
コ
ー
デ
ィ
ヽ
↑
夕
ｊ
は
、
日
本
に

は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
概
念
だ
け
に
、
人

刻
確
保
が
難
し
く
、
現
在
は
、
夏
目
さ
ん
自

身
が
、
太
の
住
む
自
宅
を
離
れ
、
入
居
者
の

一
人
と
し
て
調
整
役
を
務
め
る
。

　
．
０
室
あ
る
個
室
は
す
べ
て
南
向
き
で
、

約
．
六
畳
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

と
収
納
、
ト
イ
レ
と
洗
面
所
が
つ
い
て
い
る
．

こ
れ
も
車
椅
子
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
身
体

に
多
少
の
障
害
が
あ
っ
て
も
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屎
の
入
り
口
の
廊
下
に
面
し
た
小
さ
な
棚
に

は
、
花
瓶
や
書
、
人
形
な
ど
、
思
い
思
い
の

Ｍ
が
飾
ら
れ
、
個
性
豊
か
な
ミ
ニ
玄
関
の
よ

う
だ
っ
た
。

　
七
時
半
か
ら
の
朝
食
で
は
、
鰹
節
を
削
っ

て
出
汁
を
取
っ
た
味
噌
汁
と
白
飯
、
魚
料
理
、

有
機
野
菜
を
使
っ
た
副
菜
と
漬
物
な
ど
が
ず

ら
り
と
並
び
、
入
居
者
が
昔
の
大
家
族
の
よ

う
に
食
卓
を
囲
む
。
こ
こ
か
ら
職
場
へ
通
う

六
ト
代
の
居
住
者
も
お
り
、
一
人
で
い
た
い

と
き
は
個
室
に
こ
も
っ
て
い
て
も
い
い
し
、

広
間
で
友
人
と
お
茶
を
飲
み
、
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
夜
は
、
酒
宴
を

楽
し
む
こ
と
も
し
ぱ
し
ぱ
だ
。

　
食
事
は
、
夏
目
さ
ん
と
入
居
者
が
一
緒
に

準
備
し
、
と
き
に
は
、
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
後
は
、
家
事
や
入
居
者
の
通
院
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
る
予
定
だ
。

　
広
が
る
地
域
住
民
と
の
交
流

　
掃
除
や
食
事
作
り
、
片
づ
け
な
ど
の
家
事

は
、
ハ
ウ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
手

を
借
り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
自
分
た
ち
で

行
い
、
百
歳
ま
で
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
指
す
。
一
人
暮
ら
し
で
は
食
事
も
お
ろ
そ

｜

　
　
　
「
も
も
と
せ
」
の
食
卓
の
風
嬰
り
右
列
の
手
前
が

　
　
　
謨
雛
Ｓ
７
を
務
め
る
夏
目
幸
子
さ
ん

　
入
居
金
は
三
六
〇
万
円
（
一
〇
年
間
均
等

割
償
還
）
、
家
皆
八
共
益
費
、
そ
の
池
で
月

額
利
用
料
は
Ｊ
一
万
円
、
食
材
質
は
朝
夕
で

四
万
円
で
あ
る
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
の
丸

徳
也
さ
ん
ら
、
地
元
で
有
磯
野
栗
を
作
る
グ

ル
ー
プ
が
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
し
て
野
菜
を
提

供
し
て
お
り
、
豊
か
な
食
事
は
「
も
も
と

か
に
な
り
が
ち
だ
が
、
具
合
が
悳
け
れ
ぱ
、

温
か
い
も
の
を
部
屋
ま
で
運
ん
で
も
ら
っ
た

り
で
き
る
と
こ
ろ
も
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の

よ
い
と
こ
ろ
だ
。
実
際
、
入
居
し
て
か
ら
不

眠
症
や
骨
粗
毅
症
が
改
件
し
た
り
、
体
調
が

よ
く
な
っ
た
人
も
い
る
。

　
一
階
の
右
側
は
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

の
場
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
メ
デ
ィ
カ
ル
体
操
な
ど

が
行
わ
れ
、
ま
る
で
公
民
館
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
小
学
校
と
の

交
流
も
進
ん
で
お
り
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
四

年
生
の
総
合
の
授
業
を
担
当
し
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
隣
接
し
た
公
有
地
に
花
畑
を
作

る
な
ど
の
活
動
も
行
う
。
地
域
住
民
と
の
交

流
は
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
そ
の
土
地
に

根
づ
く
た
め
に
も
不
可
欠
だ
。

　
居
住
者
の
一
人
で
七
ト
九
歳
の
Ｔ
さ
ん
は
、

四
十
四
歳
の
と
き
に
夫
が
急
逝
し
、
書
道
の

師
範
と
し
て
三
人
の
子
ど
も
か
秀
て
て
き
た
。

老
後
は
二
男
家
族
と
暮
ら
す
つ
も
り
で
千
葉

県
内
に
二
世
帯
住
宅
を
建
て
た
が
、
二
男
は

仕
事
の
都
合
で
海
外
生
活
が
多
く
、
結
局
、

せ
」
の
自
慢
だ
。
そ
れ
で
い
て
生
活
レ
ベ
ル

は
落
と
さ
ず
に
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
楽
し

め
る
と
こ
ろ
も
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
魅
力

と
い
え
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
快
適
に
共
同

生
活
を
送
る
工
夫
も
随
所
に
見
ら
れ
た
。
た

と
え
ば
、
個
室
の
前
の
廊
下
か
ら
は
居
間
が

見
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
入
居
者
が
、

自
分
の
部
屋
か
ら
一
歩
廊
下
へ
出
た
だ
け
で
、

そ
の
と
き
の
居
間
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
仕
掛

け
だ
。
眠
れ
な
い
夜
で
も
、
居
間
に
明
か
り

が
つ
い
て
い
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
ほ
っ
と
す
る

し
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
に
行
こ
う

か
な
と
思
え
る
わ
け
だ
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
隣
に
は
、
家
族
や
友
人
が
泊
ま
れ
る
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
も
あ
る
。

　
「
も
も
と
せ
」
の
朝
は
、
六
時
半
の
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
、
入
居
者
の
一

入
が
、
長
年
の
習
慣
か
ら
続
け
て
い
る
も
の

で
参
加
は
自
由
。
体
調
が
悪
く
な
い
限
り
、

朝
食
と
夕
食
だ
け
は
、
基
本
的
に
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
で
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

-?IS一一一一

一
度
も
一
緒
に
暮
ら
さ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
と

い
う
。

　
「
長
女
と
長
男
も
海
外
に
い
ま
す
し
、
親
し

い
友
人
を
立
て
続
け
に
亡
く
し
て
、
一
人
暮

ら
し
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
と
き
に
、
知
人

の
紹
介
で
『
も
も
と
せ
』
を
知
り
ま
し
た
。

大
規
陽
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
人
っ
て
人
任

せ
の
暮
ら
し
を
す
る
の
は
嫌
だ
っ
た
の
で
、

す
ぐ
に
入
居
を
決
め
た
ん
で
す
。
娘
や
息
子

は
驚
き
、
『
お
母
さ
ん
み
た
い
な
人
が
よ
そ

の
人
と
暮
ら
せ
る
わ
け
が
な
ご
と
反
対
し

ま
し
た
が
、
家
事
や
地
域
活
動
に
参
加
し
な
　
Ｊ

が
ら
暮
ら
せ
る
い
ま
の
生
活
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
い
た
と
き
は
食
事
も
不
規

則
で
い
い
加
減
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
食
べ

る
食
事
は
お
い
し
く
て
、
つ
い
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う
く
ら
い
で
す
」

　
そ
う
話
す
Ｔ
さ
ん
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
、

地
域
の
ｆ
ど
も
た
ち
に
政
道
を
教
え
始
め
た
。

書
を
通
じ
て
母
親
た
ち
の
子
育
て
も
応
援
し

た
い
と
い
う
。
高
齢
者
は
、
既
存
の
施
設
に

人
れ
ば
、
世
話
を
さ
れ
る
ー
方
に
な
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
Ｔ
さ
ん
の
よ
う
に
、
グ
ル
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－
ブ
リ
ビ
ン
グ
を
足
場
に
地
域
で
新
た
な
役

割
を
発
揮
で
き
る
人
が
増
え
れ
ば
、
老
後
は

も
っ
と
明
る
い
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　
八
十
、
一
．
歳
の
Ｓ
さ
ん
は
、
東
北
地
方
の
自

宅
を
引
き
払
い
、
［
も
も
と
せ
」
に
入
居
し

て
き
た
。
夫
と
息
１
娘
に
先
立
た
れ
、
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地
で
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
長
年

住
ん
で
き
た
地
域
で
は
、
近
所
の
誰
も
が
家

庭
の
事
情
を
知
っ
て
い
る
。
と
き
に
は
そ
れ

が
気
詰
ま
り
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
年
を
と

っ
た
ら
住
み
慣
れ
た
ｔ
地
で
暮
ら
し
た
い
の

が
高
齢
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
が
、

誰
に
と
っ
て
も
そ
れ
が
当
て
は
ま
る
と
は
限

ら
な
い
の
だ
。

　
オ
ー
ブ
ン
か
ら
一
年
半
が
経
ち
、
入
居
者

た
ち
は
、
新
し
く
移
っ
て
き
た
土
地
で
で
き

た
友
人
を
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
に
招
く
な
ど
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
徐
々
に
深
ま
っ

て
き
た
。
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
同
士

が
昔
の
Ｆ
宿
屋
の
よ
う
な
形
で
個
室
以
外
の

ス
ペ
ー
ス
を
共
用
す
る
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ

は
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
都
会

　
ま
た
、
建
設
・
運
営
資
金
と
場
所
の
確
保

も
困
難
を
極
め
た
．
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
を

斬
た
に
建
設
す
る
と
な
れ
ば
、
多
額
の
資
金

が
必
要
だ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
信
用
保
証

制
度
な
ど
は
な
く
、
実
績
の
な
い
法
人
の
資

金
調
達
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
の
だ
。
州
政

・
㈲
が
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
建
設
を
パ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
低
所
得
者
の
入
居
金
を
援
助
す

る
カ
ナ
ダ
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
、
ま
だ

グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
公
的
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
い
．

　
そ
ん
な
な
か
、
夏
目
さ
ん
の
夢
の
実
現

を
後
押
し
し
た
の
は
、
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ

（
旧
・
日
本
自
転
車
振
興
会
）
の
補
助
事
業

「
高
齢
者
生
活
共
同
運
営
住
宅
（
高
齢
者
生
き

活
き
グ
ル
ー
ブ
リ
ビ
ン
グ
）
」
の
助
成
金
だ
っ

た
。
こ
の
助
成
金
は
、
代
表
者
の
福
祉
分
野

で
の
実
績
や
資
金
計
画
が
間
わ
れ
る
な
ど
、

厳
し
い
審
査
を
経
て
交
付
さ
れ
る
も
の
だ
。

０
．
ｋ
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
補
助
事
業
を

利
用
し
て
、
○
八
年
度
ま
で
に
全
国
一
二
カ

所
の
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
誕
生
し
て
い
る

（
う
ち
三
ヵ
所
は
現
在
建
設
中
）
。

で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
始
め
て

い
る
。

　
資
金
繰
り
な
ど
の
課
題
も

　
た
だ
、
何
も
か
も
理
想
的
の
よ
う
に
思
え

る
『
も
も
と
せ
」
も
、
す
べ
て
順
風
満
帆
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
○
七
年
四
月
の
竣
工
式
が
、
事
前
に
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
人
以
上
の

来
訪
者
が
あ
り
、
そ
の
場
で
二
三
人
が
入
居

申
し
込
み
を
し
た
が
、
そ
の
後
全
員
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
居
住
者
は

六
大
で
、
四
部
屋
が
空
い
た
状
態
。
い
ま
も

入
居
者
を
募
集
中
だ
。

　
入
居
を
や
め
た
理
由
の
多
く
は
、
息
子
や

娘
に
、
自
宅
を
売
り
払
っ
て
そ
ん
な
と
こ
ろ

に
人
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
反
対
さ
れ

た
こ
と
だ
っ
た
。
近
所
の
入
や
友
人
に
引
き

止
め
ら
れ
た
と
い
う
人
も
い
た
。
な
か
に
は
、

自
分
の
居
室
ま
で
決
め
て
い
た
の
に
、
占
い

師
に
「
方
角
が
悪
い
」
と
い
わ
れ
、
土
壇
場

で
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
も
い
る
。

　
「
老
後
を
讃
と
ど
こ
で
ど
う
や
っ
て
過
ご
す

　
Ｊ
Ｋ
Ａ
か
ら
「
も
も
と
せ
」
に
交
付
さ
れ

た
補
助
金
は
七
九
二
七
万
円
。
し
か
し
、
建

設
費
と
ス
タ
ー
ト
時
の
運
営
費
を
含
め
た
事

業
費
は
約
一
信
二
〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
残

り
の
約
四
〇
〇
〇
万
円
を
自
分
た
ち
で
捻
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
日
本
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
融
資
制
度

が
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
お
金
を
貸
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

本
当
に
困
り
ま
し
た
。
ま
る
で
、
何
の
練
習

も
せ
ず
に
舞
台
に
出
て
や
中
ブ
ラ
ン
コ
を
始

め
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
せ
っ
か
く

補
助
金
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
に
、
約
四
〇
〇
〇
万
円
が
調
達
で
き
な
け

れ
ば
墜
落
し
て
し
ま
う
状
態
で
し
た
。
グ
ル

ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
必
要
性
を
銀
行
の
支
店
長

な
ど
に
直
談
判
す
る
形
で
訴
え
、
何
と
か
国

民
生
活
金
融
公
庫
と
地
元
の
銀
行
か
ら
融
資

を
得
ら
れ
た
と
き
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

（
夏
目
さ
ん
）

　
非
営
利
団
体
が
運
営
し
な
け
れ
ば
、
入
居

者
の
費
ｍ
負
担
は
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が

高
い
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
資
金
繰
り
の
問
題
は
、
グ

|ll

か
は
非
忿
に
重
要
で
す
が
、
そ
れ
支
局
齢
者

が
自
分
で
選
ん
で
貫
き
通
す
の
が
い
か
に
難

し
い
か
喬
痛
感
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
が
眼
づ
い
て
い
な
い
日
本
で
は
、
親
を

施
設
に
入
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
捉
え
、
匿

同
体
が
悪
い
と
考
え
た
息
子
さ
ん
や
嬢
さ
ん

も
い
た
よ
う
で
す
。
本
当
に
自
分
で
終
の
住

み
家
を
選
べ
る
自
立
し
た
高
齢
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
夏
目
さ
ん
は
そ
う
指
摘
す
る
。

　
高
齢
者
の
多
く
は
健
康
に
不
安
を
抱
え
て

お
り
、
既
存
の
施
設
の
よ
う
に
、
提
携
医
療

機
関
が
な
い
た
め
、
反
対
す
る
家
族
を
説
得

で
き
な
か
っ
た
入
も
い
た
よ
う
だ
。
入
居
者

の
一
人
も
、
「
高
齢
者
だ
け
の
住
ま
い
で
あ

り
、
急
に
倒
れ
た
と
き
ど
う
な
る
の
か
は
や

は
り
心
配
で
す
」
と
話
す
。
入
居
時
は
要
介

護
で
は
な
い
の
が
条
件
だ
が
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
っ
て
も
、
自
宅
に
い
る
の
と
同

様
、
医
師
の
往
診
や
訪
問
看
護
、
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
医

療
機
関
と
の
協
力
体
制
な
ど
は
、
今
後
の
課

題
だ
ろ
う
。

ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
今
後
、
広
が
っ
て
い
く

か
ど
う
か
の
カ
ギ
を
握
る
大
き
な
課
題
だ
。

中
小
企
業
の
起
業
や
経
営
を
支
援
す
る
融
資

制
度
が
あ
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し

て
も
、
県
や
国
が
低
利
の
融
資
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
制
度
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
新
し
い
仕
組
み
で
あ
る
だ
け
に
、
い
ろ
い

ろ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン

グ
が
合
図
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
年
を
と
っ

て
健
康
に
不
安
が
あ
っ
て
も
、
自
立
し
て
地

域
で
生
活
で
き
る
高
齢
者
が
増
え
、
結
果
的

に
介
護
給
付
費
や
医
療
費
も
削
減
で
き
る
は

ず
で
す
。
今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
経
済
的
な

効
果
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
夏
目
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
都
が
展
開
す
る
高
齢
者
集
合
住
宅

　
一
方
、
行
政
が
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
に

似
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
束
京
都
で
は
、
都
営
住
宅
の
中
に
あ
る
高

齢
者
向
け
の
パ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
、
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
に
住
み
込
み
の
生
活
協
力
員
（
通
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称
・
ワ
ー
デ
ン
。
相
談
業
務
も
行
う
生
活
援
動

員
を
匿
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
）
を
配
置
し
、

安
否
の
確
認
や
緊
急
時
に
救
急
車
を
呼
ふ
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。
ワ
ー
デ
ン
は
、
家

族
で
住
み
込
む
の
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
区

市
町
村
が
多
く
、
都
の
予
算
か
ら
報
酬
が
支

払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
シ
ル
バ
ー
ヒ
ア
は
、
六
十
五
歳
以
上
で
一

人
暮
ら
し
の
人
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

持
ち
家
が
な
い
な
ど
、
条
件
を
満
た
し
た
人

だ
け
か
入
居
で
き
る
集
合
住
宅
。
各
部
埋
に

は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
つ
い
て
お
り
、
調

子
が
悪
い
と
き
な
ど
に
ブ
ザ
ー
を
押
す
と
、

二
四
時
間
体
制
で
ワ
ー
デ
ン
が
か
け
つ
け
る
。
．

部
屋
に
設
置
さ
れ
た
生
活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー

で
、
一
二
時
間
以
上
動
き
が
な
い
と
察
知
さ

れ
た
と
き
に
は
、
ワ
ー
デ
ン
が
安
否
確
認
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
坐
示
都
三
鷹
市
の
シ
ル
バ
ー
ヒ
ア
に
住
む

七
十
六
歳
の
Ｙ
さ
ん
は
、
今
年
一
月
、
昼
間

突
然
体
か
勤
か
な
く
な
り
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
。
下
の
部
屋
に
住
む
ワ
ー

た
会
へ
の
参
加
や
入
づ
き
合
い
が
苦
手
な
人

も
い
る
。

　
「
本
当
は
、
家
に
こ
も
り
が
ち
な
入
の
ほ
う

が
心
配
で
す
。
そ
う
い
っ
た
入
も
含
め
、
ほ

ど
よ
い
距
離
感
を
保
ち
な
が
ら
、
困
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
か
、
認
知
症
な
ど
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
目
配
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」

　
い
ま
は
そ
う
話
す
大
森
さ
ん
だ
が
、
ど
こ

ま
で
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
、
悩
ん
で

体
調
を
崩
し
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ワ

ー
デ
ン
の
仕
事
は
、
安
否
確
認
や
緊
急
対
応

以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
の
裁
量
に
任
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
都
営
住
宅
に
は
、
自
分
が
担

当
す
る
シ
ル
パ
ー
ヒ
ア
以
外
に
も
一
入
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
住
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た

入
ま
で
含
め
て
ど
こ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
か

は
悩
ま
し
い
問
題
だ
。
ワ
ー
デ
ン
に
は
、
法

的
な
位
置
づ
け
が
な
い
の
で
、
在
宅
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
た
と
え
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
ふ
り
を
敏
も
よ
く
知
っ
て
い

る
立
場
で
あ
っ
て
も
、
介
護
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

関
わ
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。

｜

デ
ン
が
、
「
ど
う
し
ま
し
た
」
と
声
を
か
け

て
き
た
と
こ
ろ
ま
で
は
覚
え
て
い
る
が
、
そ

の
後
は
意
識
が
唯
識
と
し
た
と
い
う
。
す
ぐ

に
ワ
ー
デ
ン
が
救
急
車
を
呼
び
、
大
事
に
至

ら
ず
に
済
ん
だ
。
入
院
セ
ッ
ト
一
式
を
揃
え

て
ワ
ー
デ
ン
に
置
き
場
所
を
教
え
て
お
く
の

が
シ
ル
パ
ー
ヒ
ア
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ

も
役
立
っ
た
そ
う
だ
。

　
さ
ら
に
、
同
じ
三
鷹
市
で
は
ご
二
つ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
、
六
Ｌ
－
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
支
え
合
う
関
係
作
り
の
た
め
に
、
月

】
～
四
回
、
手
芸
サ
ー
ク
ル
や
食
事
会
を
催

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
市
が
「
グ
ル
ー
プ

リ
ピ
ン
グ
事
業
」
と
位
置
づ
け
、
都
の
補
助

金
を
利
用
す
る
形
で
活
動
費
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
手
芸
サ
ー
ク
ル
や
食
事
仝
に

は
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
入
居
者
に
限
ら
ず
、

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
市
民
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
る
。

　
二
月
四
日
の
食
事
会
に
は
ゴ
二
ー
人
が
参

加
し
た
。
そ
の
一
人
で
八
十
六
歳
の
Ｍ
さ
ん

は
、
夫
に
先
立
た
れ
、
一
〇
年
前
か
ら
シ
ル

バ
ー
ヒ
ア
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
り
、
毎

　
「
も
も
と
せ
」
の
よ
う
な
民
間
の
グ
ル
ー
プ

リ
ビ
ン
グ
の
ハ
ウ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
も
、
今
後
、
同
じ
よ
う
な
問
題
が
発

生
し
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
老
後
は
ど
こ
で
誰
と
ど
う
暮
ら
す
か

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
生
の
す
ま
い
全
国
ネ
ッ
ト

嘔
務
局
長
の
岡
本
健
次
郎
さ
ん
は
、
「
個
人

の
住
宅
を
改
造
し
た
よ
う
な
小
規
模
な
も
の

ま
で
含
め
れ
ば
、
民
間
で
、
す
で
に
ー
〇
〇

ヵ
所
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
が
で
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
一
五
年
く
ら
い
前
に
は
、

認
知
症
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
、
数
ヵ
所
の

先
駆
的
な
民
間
ホ
ー
ム
が
資
金
繰
り
に
苦
労

し
な
が
ら
運
営
し
て
い
た
。
認
知
症
の
人
に

対
し
て
は
、
大
規
模
な
施
設
よ
り
も
家
知
的

な
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
ケ
ア
し
た
ほ
う
が

よ
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
介
護
保
険
で
公
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
や
否
や
、
全
国
に
九
八

〇
〇
ヵ
所
以
上
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き

て
い
っ
た
。
「
も
も
と
せ
」
の
よ
う
な
グ
ル

ー
プ
リ
ビ
ン
グ
も
、
助
成
制
度
が
で
き
た
り
、

回
食
事
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
。

近
隣
の
市
に
娘
と
息
子
が
住
む
が
、
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
い
。

　
「
食
事
会
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
入
に
誘
わ

れ
て
、
老
入
会
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
な
フ
や
輪
投

げ
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
注
ん
で
い
た
江
戸
川
区
で
は
近
所
づ
き
合

い
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
こ
こ
へ
来

て
か
ら
は
友
人
も
増
え
、
楽
し
い
で
す
一
と

Ｍ
さ
ん
は
話
す
。

　
食
事
会
を
開
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
け
や
き
の
木
」
代
長
の
大
森
ま
さ
子
さ
ん

は
、
シ
ル
バ
ー
ビ
ア
の
ワ
ー
デ
ン
で
も
あ
る
。

高
齢
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
場
所
を
作
る
た
め
に
、
こ
の
食
参
会
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
大

森
さ
ん
は
、
さ
り
げ
な
く
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
も

果
た
し
て
い
る
が
、
食
駈
会
に
誘
い
出
す
こ

と
で
、
日
常
的
に
心
配
事
や
悩
み
参
を
話
し

て
く
れ
る
高
齢
者
も
増
え
た
と
い
う
。

　
た
だ
、
多
芸
サ
ー
ク
ル
や
食
参
会
に
参
加

す
る
の
は
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
う
い
っ

介
護
予
防
効
果
が
認
め
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、

急
速
に
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
六
十
五
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
は
、

現
在
、
高
齢
者
世
帯
の
約
三
割
で
四
〇
〇
万

人
以
ｈ
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
ロ
問
題

研
究
所
の
推
計
で
は
、
二
〇
年
後
の
二
〇
一
一
．

０
年
に
は
七
一
七
万
人
が
い
わ
ゆ
る
。
お
ひ

と
り
様
の
老
後
″
を
過
ご
す
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

　
配
偶
者
に
先
立
た
れ
た
り
、
一
人
暮
ら
し

が
少
し
不
安
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
ど
こ

で
誰
と
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
た
い
の
か
。

自
分
た
ち
で
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
を
作
る
の

か
ど
う
か
も
含
め
、
五
十
代
く
ら
い
か
ら
考

え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
最
期
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン

グ
が
新
た
な
選
択
肢
の
ー
つ
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
Ｓ

ふ
く
し
ま
あ
き
一
九
六
七
年
千
葉
跳
生
ま
れ
。
立
教

大
学
法
学
部
卒
業
。
医
療
系
出
版
社
、
『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
専
属
記
者
を
経
て
、
九
六
年
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
。

医
療
・
介
護
問
題
を
中
心
に
取
材
・
執
筆
活
動
を
行
う
『

著
書
に
『
デ
ー
タ
で
み
る
「
良
い
病
院
」
』
『
図
解
で
わ

か
る
病
院
を
使
い
ニ
な
す
法
』
な
ど
が
あ
る
。

-
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